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教育ひょうご保護者版は､ 教育
の問題をみなさんとともに考える
ため､ 兵庫県教職員組合と､ ゆた
かな教育の創造をめざす兵庫県民
会議で編集したものです｡

兵庫県教職員組合
発行人 山 名 幸 一
編集人 西 嶋 保 子

保護者版
地域版 ・｢子ども虐待｣ 実態調査より

２
面1 ２
面

・ひょうご教育フェスティバル

｢東北播の先人展｣ より

明
石
市
で
「
ひ
ょ
う
ご
教
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
第
58
次

兵
庫
県
教
育
研
究
集
会
）
が
開

か
れ
ま
す
。

兵
庫
教
育
文
化
研
究
所
と
兵

庫
県
教
職
員
組
合
の
主
催
。
県

教
育
委
員
会
や
各
市
町
の
教
育

委
員
会
、
校
長
会
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会
な
ど
の
後
援
が
あ
り
ま

す
。
教
職
員
と
保
護
者
、
子
ど

も
た
ち
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が

参
加
し
て
、
教
育
や
子
育
て
を

分
科
会
で
考
え
ま
す
。
ま
た
、

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
子
ど

も
体
験
発
表
、
子
ど
も
の
笑
い

声
が
響
く
よ
う
な
展
示
コ
ー

ナ
ー
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。「
地
域
に
開
か
れ
た
教

研
集
会
」と
し
て
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
誘
い
合
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。★

〈
メ
イ
ン
テ
ー
マ
〉

ゆ
と
り
と
や
さ
し
さ
、
自
立

と
連
帯
・
共
生
の
教
育
の
創
造

と
実
践

初
日
８
日
（
土
）
の
全
体
会

会
場
は
、
明
石
市
立
産
業
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
午
前
９
時
開
会

で
す
。
明
石
市
立
大
久
保
北
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
す
。

ま
た
、
兵
庫
県
教
職
員
組
合
文

化
賞
の
発
表
と
表
彰
、
大
阪
教

展示・体験コーナー ステージ発表
　8日（土）午後12時から5時まで。9日（日）午前 8時から午後 3時まで（体験コー
ナーは午前 9時から）開催されています。スタンプラリーにもご参加ください。

　子どもたち・保護者・地域の方々による伝統芸能や表現活動の発表です。教職員も出
演します！どうぞお楽しみに！！

【体育館】
　　第 29 回「あすをひらく美術教育展」

【校舎】
（ 1階）　視力障害と盲導犬
（ 2階）　第15回「いのちの教育」手づ

くり教材・教具展
子午線展
平和と人権問題を考える資料展
世界人権宣言展
震災コーナー
布のおもちゃ作り（さわる絵
本・おもちゃ展）
親子で楽しむ読み聞かせ教室
教職員共済展示コーナー

（ 3階）　安全でおいしい学校給食展
親子でつくろう郷土料理教室
子ども多文化共生展
理科体験教室

【体育館】
　　アートホール神戸「写真公募展～
　　子どもの世界～“愛”」入賞作品展

【校舎】
（ 1階　 1号棟）
　　　㈶兵庫県学校厚生会事業展
　　　理科ものづくり教室
　　　明石のため池展
　　　東北播の先人展
　　　あそびにおいでよ「古代体験！！」
（ 2階　 1号棟）
　　　教職員共済展示コーナー
（ 2階　 2号棟）
　　　兵庫県教職員組合教育文化・社
　　　会貢献活動事業展
　　　折り紙チャレンジコーナー
（ 2階　 3号棟）
　　　ラベンダークラフト
　　　杉原紙を使った人形づくり

12：30～ 13：50

会場／大久保南小学校
＊和太鼓（ならの実和太鼓クラブ／加
西市）

＊弾き語り（浦野兄弟／三木市）
＊よさこい（おの恋ワールド友の会／
小野市）

＊和太鼓（三木こども太鼓／三木市）

会場／大久保中学校
＊谷八木和太鼓（谷八木小学校６年生
／明石市）

＊合唱（合唱チーム「朝香」／加西市）
＊津軽三味線（吉川昌山千（しょうざ
んせん）／多可町立加美中学校 3 年
生）

＊落語と小話（人丸小学校落語クラブ
／明石市）　

12：00～ 13：00

会場／大久保南小学校
＊吹奏楽（稲美北中学校吹奏楽部／稲
美町）

＊踊っ子（青成会／高砂市）
＊ミュージックベルと音楽物語（おん
がくサークルふらっと／多可町）

会場／大久保中学校
＊ブラスフィールドフェスタ（滝野中
学校吹奏楽部と滝呼（たきっこ）ソー
ラン／加東市）

＊チャンゴ（松陽高校地域貢献事業
サークル 韓国伝統打楽団 こるもっ
きる／高砂市）

＊ジャズダンス（明石市ジャズダンス
ファクトリー〈大久保Ｋids・貴埼
Ｋids〉／明石市）

会場／大久保南小学校 会場／大久保中学校 11月 9 日（日）11月 8 日（土）

ひょうご教育フェスティバル
明石市で開催

11月8日（土）・9日（日）

ひょうご教育フェスティバル
明石市で開催

11月8日（土）・9日（日）
＠明石観光協会　http://www.yokoso-akashi.jp

「トライやる・ウィーク」や「自然学校」での子どもたち
（2005年）

撮影：東北播地区の先生方

育
大
学
監
事
の
野
口
克
海
さ
ん

の
記
念
講
演
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

午
後
か
ら
と
翌
日
９
日（
日
）

の
分
科
会
や
展
示
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
子
ど

も
体
験
発
表
な
ど
は
、
大
久
保

南
小
学
校
、
大
久
保
中
学
校
で

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。�（
別
項
参
照
）

明
石
市
立
産
業
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、午
後
２
時
か
ら「
子

ど
も
と
響
き
合
う
教
育
を
み
ん

な
で
語
り
合
お
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
子
ど
も
の
育
ち
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
（
財
）
こ
ど

も
教
育
支
援
財
団
・（
財
）
総

24
の
分
科
会

�

保
護
者
・
地
域
の
方
々
の
リ
ポ
ー
ト
参
加
も

８
日
午
後
２
時
か
ら
と
９
日

午
前
８
時
45
分
か
ら
の
分
科
会

は
、
大
久
保
南
小
学
校
と
大
久

保
中
学
校
で
。
１
つ
の
特
別
分

科
会
を
含
め
た
24
分
科
会
で
、

日
ご
ろ
の
実
践
に
つ
い
て
リ

ポ
ー
ト
を
も
と
に
話
し
合
う
。

保
護
者
・
地
域
の
方
か
ら
の
報

告
も
あ
る
。「
子
ど
も
を
中
心

に
す
え
た
分
か
る
授
業
、
楽
し

い
学
校
づ
く
り
」
や
「
地
域
と

手
を
た
ず
さ
え
て　

子
ど
も
・

保
護
者
の
願
う
教
育
改
革
」
を

め
ざ
し
て
！

合
教
育
研
究
財
団
と
共
催
で
開

催
さ
れ
る
。

ア
テ
ネ
・
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
、
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
55
㎏

級
の
連
覇
を
果
た
し
、
２
大
会

連
続
で
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
座
を

射
と
め
た
吉
田
沙
保
里
選
手

と
、
吉
田
選
手
の
師
で
あ
る
栄

コ
ー
チ
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
の
予
定
。「
響
き
あ
う
教
育
」

に
つ
い
て
み
ん
な
で
語
り
合

う
。

野
口
さ
ん
は
、
大
阪
の
公
立

中
学
校
社
会
科
教
師
と
し
て
15

年
勤
務
さ
れ
た
後
、
大
阪
府
教

育
委
員
会
で
は
、
人
権
教
育
・

同
和
教
育
・
生
活
指
導
の
担
当

と
し
て
20
年
間
従
事
し
て
こ
ら

れ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
力
問

題
に
つ
い
て
、「
意
欲
の
二
極

化
と
学
び
の
質
が
問
題
」
と
提

言
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
必
要

な
も
の
は
「
自
己
肯
定
感
」
で

あ
り
、
先
生
方
の
「
実
践
力
」

こ
そ
が
子
ど
も
た
ち
を
成
長
さ

せ
る
と
訴
え
ら
れ
る
。

子
ど
も
の
育
ち
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

～
レ
ス
リ
ン
グ
吉
田
選
手　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
大
会
連
続
金
メ
ダ
ル！

�����������

そ
の
「
夢
・
挑
戦
・
達
成
」
の
秘
訣
を
師
弟
か
ら
学
ぶ
～

野
口
克
海
さ
ん
が
記
念
講
演

　
　
「
現
在
の
子
育
て
に
も
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」

�������　
　
　
　
　
　
　

����

同
和
教
育
・
人
権
教
育
の
成
果
を
継
承
し
て

昨年の「芦屋教研」での外国
語教育の分科会

地
域
と
つ
な
が
る
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�

教
職
員
・
保
護
者
・
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
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最
も
安
心
安
全

に
育
ま
れ
る
べ
き

家
庭
で
、
虐
待
を

受
け
た
り
遺
棄
さ

れ
た
り
、
命
を
落

と
し
て
し
ま
う
と

い
う
痛
ま
し
い
日

常
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。
被
虐

待
の
た
め
に
登
校

で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
に
ど
う
対
応

で
き
る
か
が
、
学

校
現
場
の
課
題
の

一
つ
で
す
。
虐
待

問
題
は
「
家
庭
・

家
族
の
問
題
」
で

は
な
く
、
学
校
・

教
職
員
の
、
ま
た
、
地
域
社
会

の
緊
急
の
課
題
と
し
て
、
と
り

く
み
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。◆

調
査
は
今
年
５
月
に
行
わ

れ
、
県
内
３
４
０
校
園
か
ら
回

答
を
得
ま
し
た
。「
虐
待
が
認

め
ら
れ
る
」
ま
た
は
「
気
に
な

る
子
」
は
あ
わ
せ
て
６
５
３
人

（
３
４
０
校
園
）。
し
か
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
人
数
の
記
入
を
た

め
ら
う
学
校
が
あ
り
、
回
答
内

容
か
ら
推
察
す
る
と
、
合
計
は

７
０
０
人
を
超
え
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
に
最
初

に
気
づ
い
た
の
は
、「
担
任
」

（
59
％
）
が
最
も
多
く
、
つ
い

で
「
そ
の
他
前
任
者
か
ら
の
申

し
送
り
等
」（
22
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
虐
待
に
気
づ
い
た

理
由
と
し
て
、「
身
体
の
傷
」

（
24
％
）、「
家
庭
訪
問
を
す
る

な
か
で
」（
23
％
）
が
あ
り
、

実
際
に
足
を
運
ん
で
子
ど
も
た

ち
の
生
活
の
様
子
を
見
る
こ
と

は
大
き
な
意
味
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

虐
待
の
種
類
に
よ
る
割
合
に

大
き
な
変
化
は
な
く
、
身
体
的

（
46
％
）、
性
的
（
３
％
）、
ネ

グ
レ
ク
ト
（
53
％
）、
心
理
的

（
17
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
心
理
的
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
組
織
的
な
対

応
に
つ
い
て
は
「
職
員
会
議
や

学
年
会
で
話
し
合
っ
た
」

（
74
％
）
な
ど
、
昨
年
に
比
べ

全
体
的
に
数
値
は
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
全
体

で
共
通
理
解
を
図
り
、
事
例
に

対
し
て
の
と
り
く
み
が
定
型
化
し

て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も

へ
の
と
り
く
み
と
し
て
、「
担

任
が
個
別
に
『
心
の
ケ
ア
』
に

と
り
く
ん
で
い
る
」（
39
％
）

が
最
も
多
く
、「
関
係
機
関
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
と

連
携
し
て
と
り
く
ん
で
い
る
」

（
24
％
）
と
続
き
ま
す
。
不
登

校
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
へ
の

か
か
わ
り
は
難
し
い
面
が
あ

り
、
特
に
ネ
グ
レ
ク
ト
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校
で
の

生
活
や
教
職
員
と
の
か
か
わ
り

は
大
き
な
比
重
を
占
め
ま
す
。

校
内
で
十
分
協
議
し
、
担
任
一
人

が
抱
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域

の
人
的
資
源
を
も
加
え
て
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
り
が
望
ま
れ
ま
す
。

外
部
機
関
へ
の
相
談
・
通
告

と
し
て
、
地
教
委
や
行
政
の
福

祉
事
務
所
と
の
連
携
が
増
え
、

問
題
が
把
握
で
き
て
か
ら
は
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
虐

待
が
あ
る
家
庭
は
、
孤
立
し
が

ち
な
家
庭
が
多
く
、
そ
の
支
援

は
、
ま
ず
は
保
護
者
の
話
相
手

に
な
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を

聴
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

粘
り
強
く
対
応
し
、
保
護
者
に

直
接
か
か
わ
る
人
を
支
え
る

チ
ー
ム
が
必
要
で
す
。
地
域
の

民
生
委
員
の
力
を
借
り
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
社
会
的
に
も
ま

だ
ま
だ
保
護
者
へ
の
支
援
は
お

き
ざ
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
家

庭
支
援
は
大
き
な
課
題
で
す
。

虐
待
問
題
へ
の
と
り
く
み

�

身
体
的
虐
待

虐
待
問
題
は
、
子
ど
も
の
成

長
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
き
た

し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
家
庭
支
援
の
長
い
と
り
く

み
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
大
勢
の
人
の
か

か
わ
り
が
必
要
で
す
。
学
校
教

職
員
全
体
の
共
通
理
解
、
地
域

民
生
委
員
や
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
、
教
育
委
員
会
と
の
継
続

的
連
携
が
要
り
ま
す
。
ま
た
、

県
教
育
事
務
所
に
配
置
さ
れ
て

い
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

�

性
的
虐
待

今
年
度
、
19
件
。
性
的
虐
待

は
特
異
な
事
例
と
し
て
、
な
か

な
か
被
害
の
状
況
に
周
り
の
者

が
気
が
つ
か
ず
、
そ
の
こ
と
が

長
期
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
を
苦

し
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
知
識
を
も
っ
て
子
ど
も
を

観
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

�

ネ
グ
レ
ク
ト

母
親
の
問
題
と
捉
え
が
ち
に

な
り
ま
す
が
、
そ
う
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
背
景
が
あ
り
、「
母

親
の
精
神
疾
患
」
も
多
く
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済

的
に
困
っ
て
い
る
場
合
が
多

く
、
就
労
問
題
（
夜
の
仕
事
な

ど
）
や
安
定
し
た
収
入
が
な
い

中
で
、「
子
ど
も
が
足
手
ま
と

い
」
と
い
う
感
覚
に
な
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

�

心
理
的
虐
待

排
尿
の
失
敗
や
家
出
、
不
可

解
な
行
動
に
は
、
そ
の
原
因
が

子
ど
も
に
あ
る
よ
り
、
不
適
切

な
養
育
環
境
に
よ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
家

庭
の
状
況
を
誰
に
も
相
談
で
き

ず
に
悩
ん
で
い
た
り
、
勉
強
に

身
が
入
ら
な
か
っ
た
り
し
ま

す
。
子
ど
も
が
困
っ
て
い
な
い

「
動
物
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
は
、
い
ば
っ
た
ラ
イ
オ
ン

や
お
し
ゃ
べ
り
な
に
わ
と
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物

た
ち
の
お
ど
り
。
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
の
公
演
は
、

小
さ
な
子
ど
も
で
も
興
味
が
も
て
る
よ
う
な
楽
し
く
コ

ミ
カ
ル
な
創
作
作
品
や
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
代

表
作
で
あ
る
「
白
鳥
の
湖
」
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る

多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

昨
年
は
、
満
員
札
止
め
の
大
盛
況
で
、
参
加
さ
れ
た

方
々
に
と
っ
て
は
、
解
説
つ
き
の
楽
し
い
バ
レ
エ
鑑
賞

と
な
っ
た
。

８
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら
、
会
場
は
明
石
市
立
西

部
市
民
会
館
で
す
。
上
演
協
力
金
（
小
・
中
学
生
５
０

０
円
・
大
人
９
０
０
円
）
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ひ
ょ
う

ご
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
播
事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７

９―

４
２
７―

１
１
９
１
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
９―

４
２

７―

１
１
９
６
）
ま
で
。

兵
庫
県
の
東
播
磨（
明
石
市
、

加
古
川
市
、
高
砂
市
、
加
古
郡
）

と
、
北
播
磨
（
三
木
市
、
小
野

市
、
加
東
市
、
西
脇
市
、
多
可

郡
、
加
西
市
）
ゆ
か
り
の
先
人

を
紹
介
す
る
。

考
古
学
者
・
直
良
信
夫

�

（
明
石
市
）

�

明
石
市
教
育
委
員
会
提
供

「
明
石
原
人
」
の
発
見
者
。

体
の
療
養
と
と
も
に
、
以
前
か

ら
関
心
の
あ
っ
た
考
古
学
研
究

を
明
石
の
地
で
と
り
く
ま
れ

た
。
大
歳
山
遺
跡
（
現
・
神
戸

市
垂
水
区
）
の
調
査
研
究
を
は

じ
め
、
明
石
周
辺
の
遺
跡
な
ど

と
を
細
か
く
調
査
。
１
９
３
１

年
に
、
大
久
保
町
の
西
八
木
海

岸
で
人
類
の
腰
骨
の
一
部
を
発

見
。
し
か
し
、
現
物
は
空
襲
で

失
わ
れ
、
現
在
、
明
石
市
文
化

博
物
館
に
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

新
聞
王
・
ジ
ョ
セ
フ
ヒ
コ

�

（
加
古
郡
）

小
宮
村（
現
・
播
磨
町
小
宮
）

に
生
ま
れ
、
日
本
で
最
初
の
新

聞「
海
外
新
聞
」を
発
刊
し
、「
新

聞
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

幼
名
を
彦
太
郎
と
い
い
、
１
８

５
０
年
船
で
江
戸
へ
向
か
う
途

中
、
遠
州
灘
で
暴
風
に
あ
い
漂

流
。
米
商
船
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
号

に
救
わ
れ
、
１
９
５
１
年
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
着
い
た
。
そ

の
後
、
１
８
５
９
年
に
神
奈
川

領
事
館
通
訳
と
し
て
日
本
に
戻

り
、１
８
６
４
年
、「
海
外
新
聞
」

を
発
刊
し
た
。

詩
人
・
坂
本
遼�

（
加
東
市
）

以
前
、
小
学
５
年
生
の
国
語

の
教
科
書
に
「
春
」
と
い
う
詩

が
載
っ
て
い
た
。加
東
郡（
現
・

加
東
市
）
東
条
町
で
生
ま
れ
、

関
西
学
院
に
在
学
中
、『
日
本

詩
人
』
に
「
お
鶴
の
死
と
俺
」

が
入
選
。
以
後
、
次
々
と
詩
を

発
表
。
同
学
院
を
卒
業
後
、
郷

里
で
農
業
を
し
な
が
ら
、
詩
集

『
た
ん
ぽ
ぽ
』
と
小
説
集
『
百

姓
の
話
』
を
出
版
。
生
家
を
つ

つ
む
こ
の
峠
の
里
は
、
坂
本
文

学
の
原
風
景
で
も
あ
り
、
土
着

的
な
美
し
さ
が
あ
る
。

播
州
織
・
飛
田
安
兵
衛

�

（
西
脇
市
）

播
州
織
の
起
源
は
古
く
、
１

７
９
２
年
、
宮
大
工
の
安
兵
衛

が
京
都
西
陣
か
ら
織
物
の
技
術

を
導
入
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。安
兵
衛
の
住
む
比
延
町
は
、

ほ
と
ん
ど
が
畑
だ
っ
た
が
、
凶

か
、
日
ご
ろ
か
ら
様
子
を
観
察

し
、
相
談
で
き
る
信
頼
関
係
作

り
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
に
向
き
合
う

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の

生
活
背
景
を
知
り
、
子
ど
も
の

お
か
れ
て
い
る
状
況
を
把
握

し
、
理
解
し
た
上
で
子
ど
も
に

向
き
合
う
こ
と
が
何
に
も
ま
し

て
重
要
で
す
。
今
年
度
の
調
査

か
ら
も
、
直
接
家
庭
に
出
向
く

こ
と
で
、
そ
の
子
の
生
活
状
況

を
把
握
で
き
、虐
待
に
気
づ
き
、

支
援
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
子
ど
も
が
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
気
に
な
る
問

題
と
し
て
、
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
に
被
虐
待
の
子
ど
も
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
す
。

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
た

ち
、
家
庭
に
居
場
所
が
な
い
子

ど
も
た
ち
、
い
つ
も
び
く
び
く

し
て
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
学
習

に
集
中
で
き
な
い
た
め
に
学
力

も
低
い
場
合
が
多
く
、
学
力
保

障
に
と
り
く
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
学
び
続
け

る
こ
と
で
、
将
来
の
夢
や
希
望

を
見
出
し
、
生
き
る
力
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
虐
待
の

連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
も
子

ど
も
た
ち
の
学
力
保
障
が
大
き

な
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、
兵
庫
県
内
の
29
施
設
か

ら
５
６
８
人
の
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
小
学
校
・
中
学
校
に

通
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
を
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
な
の

か
。
兵
教
組
は
「
施
設
の
子
ど

も
支
援
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、

施
設
の
子
が
通
っ
て
い
る
学
校

間
連
携
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
探
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
を
め
ざ
し
て
、
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

「子ども虐待」実態調査より
� 兵庫教育文化研究所

たつの市播磨高原東中学校三年
赤浜　葉子

（こどもの詩と絵　第28集より）

昨
年
の
公
演
で
は
、
み
ん
な
で
時
計

の
マ
イ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

�

（
西
宮
・
若
竹
公
民
館
に
て
）

「
動
物
の
カ
ー
ニ
バ
ル
・
白
鳥
の
湖
・

�

日
本
の
バ
レ
エ
（
ま
つ
り
）
他
」

作
が
続
き
、
一
揆
が
起
こ
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
１
７
８
８
年
、

京
都
の
大
火
の
後
、
安
兵
衛
は

上
京
し
て
菅
大
臣
神
社
の
再
建

に
あ
た
っ
た
が
、
そ
の
か
た
わ

ら
織
機
製
作
を
習
得
し
、
帰
郷

後
、
織
機
を
つ
く
っ
た
。
こ
の

織
機
が
長
機
（
な
が
は
た
）
と

言
い
、
村
内
の
製
織
事
業
の
始

ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

山
田
錦
・
藤
川
禎
次

�

（
三
木
市
）

東
播
北
部
は
、
気
温
・
降
水

量
・
地
形
な
ど
の
自
然
条
件
に

恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
酒
米
の
生

産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
１
９

２
８
年
、
全
国
に
も
例
の
な
い

酒
米
試
験
場
が
加
東
郡
福
田
村

（
現
・
加
東
市
社
町
）
に
設
け

ら
れ
た
。
こ
の
初
代
主
任
と

な
っ
た
の
が
藤
川
禎
次
。
彼
は

産
地
の
適
応
性
や
栽
培
法
の
研

究
に
没
頭
し
た
。
ま
た
、
美
嚢

郡
吉
川
町
（
現
・
三
木
市
吉
川

町
）
に
も
試
験
場
が
開
設
さ
れ

る
と
、
こ
こ
で
も
黙
々
と
研
究

に
打
ち
込
み
、
酒
造
革
命
を
も

た
ら
す
大
粒
の
新
し
い
酒
米
の

特
性
を
探
り
あ
て
た
。
１
９
３

６
年
、
県
は
こ
れ
を
「
山
田
錦
」

と
命
名
し
た
。

教
育
者
・
大
谷
武
一�

（
加
西
）

日
本
近
代
体
育
の
父
。
東
京

高
等
師
範
学
校
の
体
育
教
官
と

し
て
欧
米
の
視
察
か
ら
帰
国

後
、
１
９
２
２
年
日
本
に
初
め

て
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」
を
紹
介
。

ま
た
、
１
９
２
６
年
「
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
」
を
命
名
。
１
９
２
８

年
に
は
、
正
式
名
称
「
国
民
保

健
体
操
」（
ラ
ジ
オ
体
操
）
の

考
案
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

体
操
チ
ー
ム
の
総
監
督
を
務
め

た
。
日
本
体
育
連
盟
の
創
立
や

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
の
設

立
な
ど
学
校
体
育
、
競
技
ス

ポ
ー
ツ
両
面
で
の
普
及
に
情
熱

を
注
い
だ
。

ひ
ょ
う
ご
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

展
示
・
体
験
ゾ
ー
ン

「
東
北
播
の
先
人
展
」
よ
り

秋
が
な
っ
と
る

多
可
郡
松
井
小
学
校　

二
年

大
は
し　

せ
い
や

先
生
、
先
生
っ
て
ば
あ

バ
ッ
タ
を
み
つ
け
た
よ
。

き
の
み
を
み
つ
け
た
よ
。

イ
ナ
ゴ
を
み
つ
け
た
よ
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
み
た
よ
。

す
っ
ご
く
で
か
か
っ
た
よ
。

ど
ん
ぐ
り
を
み
つ
け
た
よ
。

カ
エ
デ
を
み
つ
け
た
よ
。

こ
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
み
た
の
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
よ
。

も
う
秋
が
き
と
る
。

こ
ど
も
の
詩
と
絵
第
28
集
よ
り

貞松・浜田バレエ団公演
11月８日（土）明石市立西部市民会館

子 ど も と 親 の 劇 場

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
め
ざ
し
て

「
困
っ
た
子
」は「
困
っ
て
い
る
子
」

「
困
っ
た
子
」は「
困
っ
て
い
る
子
」


